
【１】　現在保有している奨学金について
（1）現在、保有している奨学金はありますか。

☑　有り　　　　　□無し

（2）「有り」と回答した方は、該当する奨学金に☑をつけてください。

【２】　今回希望する奨学金の種別に☑を付けてください。

  修学支援新制度（給付奨学金及び授業料等減免） 　→提出が必要な書類について、【５】a参照

  貸与奨学金(返還義務有) 　→提出が必要な書類について、【５】b参照

【３】　奨学金を必要とする理由を記入してください。

※必ず記入してください。

【４】　あなたの情報について記入してください。
（1）あなたの国籍を選択してください。　　　　　　日本国籍　　　・　　日本国籍以外 　→　「日本国籍以外」を選択の場合、【５】c参照
（2）あなたは社会的養護を必要とする人ですか？　　はい　　　　　・　　　　　いいえ 　→　　　　　「はい」を選択の場合、【５】d参照
（3）あなたの通学形態を選択してください。　　　　自宅通学　　　・　　　自宅外通学

【５】　大学へ提出する必要書類について

b

c

d

【裏面に続く】

2026年度春学期　修学支援新制度及び日本学生支援機構貸与奨学金　出願願書

学籍番号
法25　―　1234

氏名

ﾌﾘｶﾞﾅ　　　　　　カンダイ　タロウ 学部
学科
学年

法学部　　　　　　　法学政治学科
2年関大　太郎

コード（０１０１２４１２３４）

　日本学生支援機構奨学金及び大学等における修学の支援に関する法律による授業料等減免の出願に際し、スカラネット上で入力された情報及び提出書類等に記載された
情報は、関西大学で定める個人情報保護方針に基づき、奨学金業務及び授業料減免業務のために利用されます。
　この利用目的の適正な範囲内において、出願者の情報が日本学生支援機構、文部科学省、金融機関及び業務委託先に必要に応じて提供されますが、その他の目的には一
切利用されません。

大学記入欄

一種併給調整 二種最高月額 併用貸与

☑　日本学生支援機構第一種奨学金　　　　　　　□　日本学生支援機構第二種奨学金
□　修学支援新制度（給付奨学金及び授業料等減免）
□　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

生年月日/
年齢

西暦　　　2005年　　5月　　10日

（　19　歳）

本人
連絡先

090-〇〇〇〇-〇〇〇〇 その他
連絡先

父　・母　・その他（　　　　　）

(３) 第二種奨学金のみ希望します。
(４) 第一種奨学金及び第二種奨学金との併用貸与のみを希望します。
(５) 併用貸与を希望するが、不採用の場合、第一種奨学金のみ希望します。

☑
☑

(１) 第一種奨学金のみ希望します。
(２) 第一種奨学金を希望するが、不採用の場合、第二種奨学金を希望します。

(９) 第一種奨学金の貸与を受けていますが、第二種奨学金への変更を希望します。
(１０) 第一種奨学金の貸与を受けていますが、併用貸与への変更を希望します。
(１１) 第二種奨学金の貸与を受けていますが、併用貸与への変更を希望します。

(６) 併用貸与不採用及び第一種奨学金不採用の場合、第二種奨学金を希望します。
(７) 併用貸与不採用の場合、第二種奨学金のみ希望します。
(８) 第二種奨学金の貸与を受けていますが、第一種奨学金への変更を希望します。

該当項目 大学への提出書類
※鉛筆、消せるボールペン、修正テープの使用不可

a
修学支援新制度（給付奨学金及び授
業料減免）を希望する場合

・本出願願書（両面コピーした用紙に記入）

・学修計画書（両面コピーした用紙に記入）

(１３) 第一種奨学金の貸与を受けていますが、併用貸与への変更を希望します。
併用貸与不採用の場合、第二種奨学金への変更を希望します。

(１４) 第二種奨学金の貸与を受けていますが、併用貸与への変更を希望します。
併用貸与不採用の場合、第一種奨学金への変更を希望します。

貸与奨学金を希望する場合 ・本出願願書（両面コピーした用紙に記入）

あなたが「日本国籍以外」である場合
・在留カード（コピー）、特別永住者証明書（コピー）、住民票の写し（原本）等、在
留資格・在留期間が明記されているものいずれか１点
※在留資格が家族滞在の場合は「出入国記録の写し（原本）」も必要

あなたが「社会的養護を必要」とする場合
・施設等在籍証明書、児童（里親）委託証明書、措置解除決定通知書　等（コピー
可）、満18歳となる前日に児童養護施設等に入所していた又は里親による養育を受けて
いたことがわかる日付が記載された証明書類

080-〇〇〇〇-〇〇〇〇



【６】(1)生計維持者の情報について記入してください。
（1）生計維持者（原則、父母）を記入してください。

※無収入の場合でも、生計維持者として記入してください。
　生計維持者については、「給付奨学金案内」P12～P13、「貸与奨学金案内」P14～P15を確認してください。

（2）（1）で父又は母を記入しなかった場合、または父母以外を記入した場合はその理由を選択してください。
　 　　生計維持者が右記の事情：　 死別（　　　　年　　　月）

生別（離婚（　　　　年　　　月）　　・　　離婚調停中　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　））

（3）日本学生支援機構に対し、本人および生計維持者のマイナンバーを提出できますか？　　はい　　　　・　　　　　いいえ
　 　「いいえ」を選択した場合 ：　提出できない人物（　　　　）（理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　※マイナンバーの提出とは、「スカラネット」からのマイナンバー（個人番号）・住民票住所の入力になります。また、無収入の生計維持者のマイナンバーも提出する必要があります。

【６】(2)生計維持者が2024年12月31日時点で扶養する子等について記入してください。

【７】（修学支援新制度希望者のみ記入）修学支援新制度の希望する認定事由について
修学支援新制度の出願を希望される方は、以下の希望する認定事由を必ず選択してください。
なお、多子世帯に該当する場合は、両方に☑をしても問題ありません
☑　授業料等負担が困難

□　多子世帯に該当

【8】（貸与奨学金希望者のみ記入）特記情報に該当する場合はチェック欄に☑を付け、必要書類を提出してください。

1 ➡

3 ➡

4 ➡

5 ➡

【9】　その他、特別な事情に該当する場合はチェック欄に☑を付けてください。

1 ➡

2 ➡

3 ➡

4 ➡

　1.氏名　関大　一郎　　　　／　続柄　父　　／　生年月日　　　　1973　　年　　6　月　　9　日　／　会社員またはパート・自営業・無職・その他（　　 　　）

　2.氏名　関大　智子　　　　／　続柄　母　　／　生年月日　　　　1973　　年　　9　月　　6　日　／　会社員またはパート・自営業・無職・その他（　 　　　）

生計維持者との関係 生計維持者との年齢 生計維持者との関係 生計維持者との年齢

2人目 生計維持者の子・その他 年下　・　年上 ６人目 生計維持者の子・その他 年下　・　年上

1人目 申込者本人（学生） 年下 ５人目 生計維持者の子・その他 年下　・　年上

4人目 生計維持者の子・その他 年下　・　年上 8人目 生計維持者の子・その他 年下　・　年上

3人目 生計維持者の子・その他 年下　・　年上 ７人目 生計維持者の子・その他 年下　・　年上

該当項目 チェック欄 ↓「はい」を選択の場合、本紙と併せて大学へ提出↓

出願者本人が障害のある者 障害者手帳等のコピー

出願者本人が原子爆弾による被爆者及びその子女 被爆者健康手帳のコピー

出願者本人が北海道の区域外に居住するアイヌの人々であることの認
定を受けた者

実施機関（社団法人北海道アイヌ協会）が発行す
る「認定書」（原本）

2
出願者本人が、申込み時から1年以内において震災、⾵⽔害、⽕災そ
の他の災害等により著しい被害を受けた者及び著しい被害を受けた者
の⼦⼥

➡

罹災証明書または盗難証明書のコピー
その事実がわかるもの（領収書等）のコピー
※支出増加または収入減少がある場合、1年分の
金額を記入

生活保護法による被保護世帯及びこれに準ずると認められる世帯に属
する者

不要

2025年1月1日以降に、離婚や死別等により扶養していた生計維持者に変更が
生じた場合

スカラネット入力の際は、必ず事前に提出した願書の内容を確認し、同じ内容を正確に入力してください。

該当項目 チェック欄 ↓該当者は本紙と併せて大学へ提出

申込者本人・生計維持者が事情によりマイナンバーを提出できない場合

左記に該当する方は、出願時に申し出てください。

申込者本人・生計維持者が海外に居住し、2025年度（2024年1月～12月分）
の住民税が課税されていない場合

（修学支援新制度のみ）学生本人が、入学前１年以内（目安）に離職したこ
とにより世帯収入の減少が見込まれる場合

（西暦）

（西暦）

（西暦）（西暦）（西暦）

（西暦）

（西暦）（西暦）

（西暦）
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